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＜ は しがき ＞

近 年， 脳 血 管 を含 む 心 血 管 障 害 の危 険 因 子 と して 脈 波 速 度 が 注目 さ れ て い る．
脈 波 速 度 は， 血 管 ス テ ィ ッ フネ ス の 指 標 と して 広 く 用 い られ て い る パ ラメータ で

あ る、 ステ ィ ッ フ ネ ス は，
内 膜の 肥 厚， 粥 状硬 化， 中，

殊 膜 の 弾 性 繊 維 の 減 少

等の いわゆる動脈硬化 により増加する， 従来の脈波速度測定法は， 距離がわか
っ て い る２ 点 間 を脈 波カミ通 過 する の に 要 す る 時 間 を測 定す る “２点” 測 定 法 で あ

る が， 実際 の 動 脈 硬 化 の 進 行 は， 動 脈
ごと に
，
ま た 同 じ動 脈 で も 部 位 ごと に 異

な る の で， 脈 波 速 度 も 局 所 ごと に 異 な る は ず で あ る． こ れ に 対 して， 我々 は 一

点 で同時測定 した血圧と 血流速度がら計測点局所の脈波速度を求める“１点”測

定法 を 考 案 した、 この 方 法 に 墓づ け ば，
わ れ わ れ 淋 現 在 開 発 中の 超 音 波 を 用 い

た ｗａｖ．ｉ耐。鵬 晦 測 定 シス テ ム を 応用 して， 非 侵 襲 的 に 脈 波 速 度 の １ 点 測 定 が

可 能 で あ る．

本 研 究 で は， こ の 測 定 シ ス テ ム を 完 成 さ 昔， 頚
動 脈 局 所 の 脈 波 速 度 の 正 常

値 を 求 め
， 臨 床 応 用 へ と 展 開 した．
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